
鯱城学園と共催で公開講演会を開催しました 

鯱城会広報 

 鯱城学園と鯱城会の共催で、早朝までの雨が

やみ小春日和となった、3 月 19 日(木)10 時～

11 時 30 分に鯱城ホールで公開講演会(チラシは

第 153 回公開講座)を開催しました。 

鯱城会が主催した講演会は令和 4 年度までに 39

回実施しましたが、令和 5 年度からは学園との

共催と変更になりました。よって本年度の開催

で鯱城会としては 42 回目となります。 

入場者は、例年通り入場整理券を鯱城会幹事

と学園職員と 1 階で配布しました。 

スタッフが集まって準備している 9 時前から開

場を待ちわびる方々も見え、前評判はいいのか

と期待しました。しかし、入場整理券の配布枚数は 594 枚でした。2 年前には「懐かしの歌の

贈り物」と題し開催したところ、来場者が定員オーバーとなり、入場をお断りする事態となり

ご迷惑を掛けました。昨年は「星野道夫とアラスカ」では 620 人程度の来場者でしたので、昨

年からは少し減少です。やはり高齢者にとっては、来場者も楽しめる企画でないと訪れる気持

ちが湧かないのかもしれません。今後の課題と思われます。 

  

個人的に印象に残った講演内容 

大河ドラマ「豊臣兄弟」の期待に応え、冒頭にウラ話を語っていただきました。 

・大河ドラマ放映前の取材に NHK が秀吉清正記念館に訪れインタビューを受けた。 

・ドラマはフィクションをベースに、面白く脚本されている。 

・秀長の肖像画は、江戸時代に神格化されて描かれた姿で、本人とはかけ離れている。 

・秀吉の肖像画は 60 歳を超えてからであり、似ているはずである。 

・秀長は大河ドラマ以前には見向きもされていなかった。 

・大河ドラマは秀長から見た、秀吉を脚本化されている。 

講演本題の主な内容 

・中村区で生まれた、秀吉、秀長、清正の話を語って頂きました。 

・秀吉は 1537 年生まれで、1554 年までは今川領浜松の松下家臣であった。今川滅亡後の 1554

年(27 才)に織田家の小者として仕えた。歴史に名前が出てきたのは美濃攻めでの 30 歳頃で

ある。 

・秀吉は、太閤記によれば、矢作橋で蜂須賀小六に認められた。後に秀吉の家臣となった。 

・秀長は、優秀なイメージで必死に働いていた。秀吉のライバルではなく補佐役であった。 
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・信長死後の秀吉は情緒的で、嘘をつけなく本音での手紙を書きまくった。 

・清正は 1562 年生まれで、1588 年に肥後領主となった。名古屋ではなく、熊本で評価大。 

 

講演者は、熱が入った話で時間切れまで語っていただき、質問時間は無くなりました。司会

者から、質問は「名古屋市秀吉清正記念館」を訪ねて、加藤 学芸員を捕まえて聞いてください

とのことでした。 

 又、講演者の加藤さんは、大病で入院されていて、まだ完治していない状態で講演者として

登壇いただきました。感謝の一言と共に、寛解されることをお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

左は公演中の加藤和俊様 

 

下は、講演後の廣田副学長の御礼挨拶

と講演者のやり取りの光景 


